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海洋ごみ回収技術を開発するNPO法人

回収した海ごみの組成の特徴 潮流を利用した海洋ごみ回収方法確立

↑2021年次に回収された海ごみの重量

↑海岸に打ち上げられた海ごみの様子
↑2021年次に回収された海ごみの
重量ベースでの内訳

Object：潮流を利用した海洋ごみ回収方法確立し、
海洋ごみ回収量を上げる

↑装置は，漁
業で用いられ
る網の技術を
利用 ↑装置の上から見た設計図

↓構造図

↑四号機にて，海ごみの回収に成功！

●これまで回収の難しかった漂
流ごみの回収を可能とする

●漂流ルートや海洋ごみが増え
る自然条件のデータが取れる

●新たな取り組みとして、関心
を持つ人口を増やせる

●漁業者との協働を促進させる
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